
しばたまち交流ひろば 

 

 

 

 2015.10.1 ニュースレター第 63 号 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

 
 
 
 

 

着物の布を解いて作った細工物を紐で繋げて、竹等

で作った輪に吊るして飾りにした物です。その起こりは

江戸時代とされていて細工物一つ一つに長寿や健康

などを願う意味があり、女の子が生まれたお祝いとし

て届けられ、桃の節句に飾ったと云われています。 

わたしたちは 

です！ 

今回は夏に開催した、「つるし飾り体験会」から誕生しました 

手芸サークル「椿の会」をご紹介します！ 

わたしたち「椿の会」は今年の 8月から毎月１回ゆる.ぷらを拠点に活動しています。 

7月の「夏だ！チャレンジ体験 inゆる.ぷら」において実施した、つるし飾り体験会の参加者たちで発足しました。 

その時に作ったつるし飾りが椿だったので、「椿の会」と名づけました。 

活動時間は約２時間です。みんなでおしゃべりしながら楽しく作成しています。 

○活動場所：（主に）まちづくり推進センター ゆる.ぷら 多目的スペース 

○活 動 日：毎月第２水曜日 ※多目的スペースの利用状況によります 

○会 員 数：８名    ○問合せ先：0224-86-3631 （ゆる.ぷら） 

※現在、メンバー募集はしておりません。 

 -この会の良いところは？- 

みんな明るくて先生もやさしく教えてくれ

るからとても楽しく活動できています！ 
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９月のギャラリー展示の様子 

◎ペイントサークル「ナチュリラ」トールペイント作品展（9月１日～9月 13日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ガラス工芸 SAKURAステンドグラス作品展（9月 15日～9月 27日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 歳の娘と 2 人で見ました。クリスマスツリーが欲しくなりました。とてもかわいいですね。木だ

けでなく、布にもペイントしていてびっくり。素敵な作品で、癒されました。       ｍさん 

金田先生、皆様の素晴らしい作品を見せて頂きありがとうございました。私もこの様な素敵な作品

をいつの日か描くことができますように夢見て・・・これからもご指導お願いします。   Ｍさん 

◆寄せられた感想◆ 

～１０月の展示～ 

～１１月の展示予告～ 

 

ヨーロッパでは、家具や道具に

描かれています。アクリル絵の具

を使用して、木などに描くことが

多いですが、布用の溶剤を使うこ

とにより布にも絵を描くことが

できます。 

今回の作品展では、「フュージング」といったベースとなるガラスの上に、カットしたガラスピースを熱

によって融着させる技法など、様々なテクニックを用いた作品を展示し、見る人を魅了していました。 
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トールペイントとは？ 

＊＊＊ギャラリー展示情報＊＊＊ 
 

★ 「ＫＣ絵画教室作品展」     （ ９月２９日～１０月１２日） 

   子供から大人まで幅広い年代の生徒さんが描いた作品を展示します。 

★ 庄子博「油彩画展」       （１０月１４日～１１月 １日） 

具象・風景・静物・抽象の絵画を展示します。 

★ 「押し花グループ 夢 作品展」 （１１月 ３日～１１月１５日） 

★ 高井明子「心書展」        （１１月１７日～１１月２９日） 

 



 

 
 

【しばた１００選情報！】 

 前号では、はなみちゃんグッズ抽選会の様子を紹介しました。 

９月中旬に２０名の当選者へ商品を発送いたしました。応募して 

頂いたみなさま、本当にありがとうございました。 

 選考委員による「しばた１００選」の選考は９月をもって終了 

しました。しばた１００選制作チームではその地域資源の所有者 

等へ掲載確認をしております。みなさまへ公表できる日も近づい 

てきました。ご期待下さい！ 

 

【地域づくり支援員リポート】 
まちづくり推進センター（ゆる.ぷら）を拠点に地域支援活動をしている「地域づくり支

援員」。その地域づくり支援員からの巡回レポートです。 

 

柴田町まちづくり出前講座には豊富なメニューがあり、出前講座を要請する行政区等が増えていま

す。第２９Ｄ行政区で開催された出前講座を紹介します。 

第２９Ｄ行政区 【 城下町「船岡」を再発見！ 】 

第２９Ｄ行政区では、例年住民の親睦や交流を図ると共に知識を高めることを目的とし、体験学習

会を実施しています。今年は柴田町まちづくり出前講座の「柴田町の歴史と文化に親しもう」を受講

しました。 

 受講する１０名の皆さんは船迫四丁目から徒歩で、しばたの郷土館の佐藤副館長、しばた標石の会

の豊川氏が待つ「しばたの郷土館」に到着、青空の下での講座は、豊川氏の案内で回る歴史探訪「舘

山コース」でした。柴田外記銅像のある「白鳥神社」、「平井家（麹屋コレクション）」の夫婦ケヤキ・

板塀、郡内有数の富豪であった「大泉家跡（礎石）」、原田甲斐の供養碑のある「恵林寺」、柴田家代々

の墓所、町指定天然記念物「イチョウ」・史跡「五百羅漢」石仏のある「大光寺」を巡った後、山崎

山公園で町内を一望、遊歩道沿いに埋設されている海軍火薬廠時代の名残の境界杭を確認して公園を

下り、解散地点となる舘山三の丸広場城中井戸前に到着して約２時間の講座が終了しました。 

受講後、参加者に感想を伺うと「コース設定も良く、丁寧で 

分かりやすい説明により城下町の面影が感じられ、歴史の魅力 

を再発見しました。これからも企画があれば積極的に参加しま 

す。」と話してくださいました。笠松亮区長からは「これまで 

漠然と散策していた方が、柴田町の歴史に関心を持ってくれた 

ことで目的は達成されたと思います。学習はこれからも継続し 

ます。」と話を頂きました。 

出前講座を受講したことのない皆様も、地域の暮らしに役立てたり、町の仕事を知ることや地域コ

ミュニケーションの架け橋のひとつとなる「出前講座」を活用してはいかがでしょうか。 

柴田町地域づくり支援員  本郷 良治 大内 進 
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まちづくり推進センター情報 

伝えたい・残したい・自慢したい、しばたの宝もの  

‐麹屋コレクションの説明をする豊川氏(中央)‐ 



(お問合せ先)  
 ■しばたまち交流ひろば ゆる．ぷら 

（イオンタウン柴田内） 
電話 86-3631  FAX 86-3641 
e メール yurupura@town.shibata.miyagi.jp 
開館時間 10：00～18：00 
<10 月の休館日：5 日、13 日、19 日､26 日 > 

 ■柴田町まちづくり政策課 
電話 54-2111  FAX 55-4172 

  

日 時：１０月２７日（火）10:00～12:00 

定 員：５名 ※託児はありません 

参加費：５００円（材料代） 

持ち物：裁縫道具 ※詳しくは問合せください 

締 切：１０月２１日（水）まで 

講 師：おもちゃコンサルタント 山田悦子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田町の秋を彩る曼珠沙華まつりは、どうでした

か？お散歩してみましたか？ 

別名彼岸花は、ちょうど秋の彼岸の頃に花が咲く

ことから名づけられました。根に有毒成分を含んで

いますが、毒を抜いて粉にして、食用にもしていた

ことから、「マンジュ（饅頭）バナ」の別名もあり、

１万種類もの名前を持つ花とも言われているんで

すよ！         ゆる.ぷらスタッフより 

体
験
会
で
作
る
軍
手
の 

「
カ
エ
ル
人
形
」
で
す
！ 

１０月体験会のお知らせ！！ 

「親子でスキンシップ＆バレエストレッチ体験会」 

 

日 時：１０月２２日（木）10:00～12:00 

３０分単位で３回実施 ※各 10 組 

定 員：３０組 

参加費：３００円（資料・ふうせん代等） 

締 切：定員になっていなければ当日の参加も可能 

持ち物：ドリンク（水分補充用）、バスタオル、タオル２枚 

子供と一緒に風船とタオルを使って楽しく体を動かしてリフレッシュしませんか。 

動きやすい服装でお越しください。※同じ内容のものを３回実施します。 

体験会「手作りおもちゃ楽しいかくれんぼ」 

軍手を使っておもちゃのカエルを作ってみませんか。 

まちづくり推進センター情報 

まちづくり推進センター（ゆる.ぷら）では常に体験会やギャラリー展示を募集しています。 

また「こんな体験会があったら参加してみたい」、「こんなギャラリー展示をしてほしい」

など、お気軽にスタッフまでご相談ください。 
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